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規模実験により、既存課題への特効薬となるべき対
策がダイレクトに検証できるととともに、自動車メ
ーカーや物流事業者始め実験参加者に様々なメリッ
トをもたらすでしょう。
⑵　「和ノベーション」の推進
　重要なことは、社会への貢献という観点で本来の
目的に立ち返り、安価な移動、経済活動の活性化を
実現していくという「みんなの構想」にすることで
す。ネットワークをどんどん広げつつ、構想をたた
き台にした対話を重ね、組み合わせで新たな価値を

量産する「和ノベーション」、言い換えれば日本の
企業や個人が持っている潜在力（ありもの）を見え
る化し、組み合わせ、未来を描くことが大事です。
　これを次のように和ノベーション三原則としてま
とめて、講演の締めくくりとしたいと思います。
①「先読み／構想」＝強い意志を持ち「ありたい姿

／未来」を主体的に構想する
②「引き寄せ」＝「ありたい姿／未来」の実現に向

け、トレンドを自社に誘導する
③「構え」＝未来の変化に柔軟に対応


